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複式簿記についての最初の印刷本は、1494 年に発刊された Luca Pacioli 
の Summa de arithmetica, geometria, proportioni et proportionalita であると言わ
れているが、複式簿記そのものの出現は当然それ以前であろう。わが国に
おいても、帳簿が無かったわけではないが、西洋式簿記が入ってきたのは
1873 年（明治 6 年）である。 
MAIR (John)の Book-Keeping Methodiz'd を初めとする48点のコレクショ
                                                             















MAIR は、1702 年か 1703 年に Fifeshire で生まれた。そして、1726 年か




ある」と評価している。MAIR の著作は Adam Smith の蔵書の中の唯一の簿
記書となった。 
Book-Keeping Methodiz'd の初版は 1736 年に発表された。そして、7 回の
版を重ね、1765 年まで Edinburgh Sande 社で出版された。1768 年に、MAIR
は彼の著書を全面改訂した。その全訂版が死後の 1773 年に Book-Keeping 
Methodiz'd というタイトルに改められて出版された。改訂されたテキスト
の 9 版は 1807 年まで出版された。MAIR の著作はアメリカにおいて良く知
られている。当時のビジネスの記録は彼が記述した方法がアメリカにおい
て使用されていたことを明らかにしている。 
Moderniz'd は George Washington 図書館にある。そして、ボストン学校は
『MAIR イタリア式簿記』を教えた 1763 年に広告さえした。MAIR の著作




2. Alexander Malcom 著：A Treatise of Book-Keeping, or, Merchants 
Accounts  
ここには借方と貸方というイタリア様式の基本的原則が明瞭に、完全に













[John Marius's] Advice concerning Bills of Exchangeが付いている。そこには、
外国と国内と、為替手形に関する全ての方法が完全に扱われている。 














21. Philipp Heiss 著：Bierbrauerei：mit besonderer Berücksichtigung der 
Dickmaischbrauerei 
Ferdinand Daempfle による付録は Praktische Anleitung zur einfachen und 
doppelten Buchfuhrung fur Braugeschafte というタイトルで、完全に簿記と会
計に関する著書であり、特殊な産業のために書かれる珍しいテキストであ
る。改訂版では付録にビール醸造所のための単式簿記と複式簿記がある。 




36. Lyman Preston 著：Preston's treatise on book-keeping 




38. Siegmund Salomon 著：Comtoirhandbuch 
これは、一般ドイツ商法典の規定を参考にした、商事会社および銀行の
ためのイタリア式単式簿記と複式簿記の実務的指導書である。 
41. Ephraim W. Smith and Wilbur Rush Smith 著：The Text-book on 















48. Williams and Rogers 著：Theoretical and practical book-keeping by 
double and single entry 
上記の書名はこの書物の最初を開いたときに見られるものであるが、本
の表紙は Complete Book-Keeping という書名になっている。この書物はビ
ジネス・カレッジ、公立小学校、ハイスクールとアカデミー、独学のため
に書かれた簿記書である。 
 
